
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子カメラであって、
　光電変換により被写体像を画像信号に変換する撮像素子と、
　前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、
　前記表示手段における表示動作を制御する表示制御手段と、
　前記画像信号に基づいてオートフォーカス制御を行う合焦制御手段と、
　前記撮像素子からの前記画像信号の読出動作を制御する読出制御手段と、を備え、
　前記読出制御手段は、前記合焦制御手段によるオートフォーカス制御時よりも前の時点
では、前記撮像素子内の全画素のうちの所定数の画素に対応する画像信号を読み出す第１
モードで前記撮像素子から画像信号を読み出し、前記オートフォーカス制御時には、前記
全画素のうち前記所定数の画素よりも少ない数の画素に対応する画像信号を読み出すこと
によって複数の画像を高速に読み出す第２モードで前記撮像素子から画像信号を読み出し
、
　前記合焦制御手段は、前記第２モードで読み出した画像信号に基づいて前記オートフォ
ーカス制御を行い、
　前記表示制御手段は、前記オートフォーカス制御時において、前記第２モードで読み出
される画像信号を利用して被写体の移動量を検出し、前記移動量と前記第２モードに移行
する前に前記第１モードで読み出されていた画像信号に基づく第１画像とに基づいて表示
用画像を生成し、当該表示用画像を前記表示手段に表示させることを特徴とする電子カメ
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ラ。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子カメラにおいて、
　前記表示制御手段は、その中心位置が前記第１画像の中心位置から前記移動量ずれた画
像を前記表示用画像として生成することを特徴とする電子カメラ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子カメラにおいて、
　前記表示用画像は、前記第１画像の一部領域を抽出した画像として取得されることを特
徴とする電子カメラ。
【請求項４】
　請求項１または請求項２に記載の電子カメラにおいて、
　前記表示用画像は、前記第１画像の一部領域を抽出した画像として取得される画像であ
り、
　前記表示制御手段は、前記オートフォーカス制御時よりも前の時点において前記第１画
像の部分領域を拡大表示させる拡大表示モードが操作者により選択されていることを条件
として、前記表示制御を行うことを特徴とする電子カメラ。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の電子カメラにおいて、
　前記表示制御手段は、操作者によるシャッタボタンの押下操作に応じて、前記表示手段
におけるプレビュー表示 、前記表示制御によるプレビュー表示に変更 ることを特徴と
する電子カメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オートフォーカス（以下、単にＡＦとも称する）制御機能と画像を液晶ディス
プレイ等に表示する表示機能とを有する電子カメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルカメラ（電子カメラ）は、通常、液晶ディスプレイ（以下、ＬＣＤとも称する）
などの表示部（表示手段）を有している。そして、このＬＣＤにおいては、本撮影前のプ
レビュー用となるライブビュー画像が、所定の時間間隔で更新されて表示される。このよ
うなプレビュー用の画像表示（以下、プレビュー表示とも称する）は、デジタルカメラの
撮影時において、被写体の撮影状況を把握するために非常に有用である。
【０００３】
また、デジタルカメラにおいては、オートフォーカス制御方式として、デジタルカメラの
ＣＣＤ撮像素子からの画像信号を用いる山登り方式を採用するものが存在する。「山登り
方式」とは、ＣＣＤ撮像素子による画像のコントラスト等の合焦用評価値が最も大きくな
るレンズ位置を合焦状態のレンズ位置として特定する合焦制御方式である。この山登り方
式は、被写体との距離を測定する測距センサを別個に設ける必要がないという利点を有し
ているため、多くのデジタルカメラにおいて採用されている。
【０００４】
ところで、ＣＣＤ撮像素子には、比較的広い範囲にわたる画像を読み出すライブビュー用
の読み出しモード（ドラフトモードとも称する）と、ドラフトモードによる画像のうちの
一部分の画像を読み出すことによってさらに高速に画像を読み出すＡＦ用の読み出しモー
ド（自動合焦モードとも称する）と、を有するものが存在する。
【０００５】
上記のようなオートフォーカス制御機能と表示機能とを有するデジタルカメラにおいては
、このようなＡＦ用の読み出しモード（自動合焦モード）を利用することによって、オー
トフォーカス制御の高速化を図ることが期待される。
【０００６】
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このような技術としては、下記の特許文献１に記載のものが存在する。この従来技術にお
いては、撮影の際に、画像を表示部に表示するか否かについての設定にしたがって、ＣＣ
Ｄ撮像素子における読み出しモードを選択する。そして、画像を表示部にプレビュー表示
しない旨が設定されているときにのみ、画像の一部分を読み出すことによって比較的高速
に画像を読み出す読み出しモード（自動合焦モードに相当する）で画像を読み出す。一方
、画像を表示部にプレビュー表示する旨が設定されているときには、比較的広い範囲にわ
たる画像を読み出す読み出しモード（ドラフトモードに相当する）で画像を読み出し、読
み出した画像を表示部に表示する。
【０００７】
【特許文献１】
特開２００１－３１８３０７号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の従来技術においては、画像を表示部にプレビュー表示する旨が設定
されているときには、自動合焦モードよりも低速のドラフトモードで画像を読み出すため
、オートフォーカス制御を十分高速に行うことができないという問題がある。
【０００９】
一方、画像を表示部にプレビュー表示しながら撮影を行う場合において、自動合焦モード
で画像を読み出すこととすると、自動合焦モードで読み出された画像を用いるだけでは、
自動合焦モードで読み出された画像よりも大きな領域に対応する画像を表示することが出
来ない。自動合焦モードで読み出された画像は、ドラフトモードよりも小さな領域にしか
対応しないためである。
【００１０】
そして、このような事態に対処するため、オートフォーカス制御中においてはオートフォ
ーカス制御開始直前の画像を表示部に引き続き表示し、表示部での画面表示の更新を停止
することが行われている。しかしながら、この場合には、オートフォーカス制御時にライ
ブビュー表示が全く更新されず画像が停止してしまうため、撮影における構図を変更する
場合などには、画面内における被写体の位置を確認できなくなるなどの不都合が生じるこ
とになる。
【００１１】
そこで、本発明は前記問題点に鑑み、オートフォーカス制御の高速化を図り、かつ、オー
トフォーカス制御時のプレビュー表示を適正化することが可能な電子カメラを提供するこ
とを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１の発明は、電子カメラであって、光電変換により被写
体像を画像信号に変換する撮像素子と、前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と
、前記表示手段における表示動作を制御する表示制御手段と、前記画像信号に基づいてオ
ートフォーカス制御を行う合焦制御手段と、前記撮像素子からの前記画像信号の読出動作
を制御する読出制御手段と、を備え、前記読出制御手段は、前記合焦制御手段によるオー
トフォーカス制御時よりも前の時点では、前記撮像素子内の全画素のうちの所定数の画素
に対応する画像信号を読み出す第１モードで前記撮像素子から画像信号を読み出し、前記
オートフォーカス制御時には、前記全画素のうち前記所定数の画素よりも少ない数の画素
に対応する画像信号を読み出すことによって複数の画像を高速に読み出す第２モードで前
記撮像素子から画像信号を読み出し、前記合焦制御手段は、前記第２モードで読み出した
画像信号に基づいて前記オートフォーカス制御を行い、前記表示制御手段は、前記オート
フォーカス制御時において、前記第２モードで読み出される画像信号を利用して被写体の
移動量を検出し、前記移動量と前記第２モードに移行する前に前記第１モードで読み出さ
れていた画像信号に基づく第１画像とに基づいて表示用画像を生成し、当該表示用画像を
前記表示手段に表示させることを特徴とする。
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【００１３】
請求項２の発明は、請求項１の発明に係る電子カメラにおいて、前記表示制御手段は、そ
の中心位置が前記第１画像の中心位置から前記移動量ずれた画像を前記表示用画像として
生成することを特徴とする。
【００１４】
請求項３の発明は、請求項１または請求項２の発明に係る電子カメラにおいて、前記表示
用画像は、前記第１画像の一部領域を抽出した画像として取得されることを特徴とする。
【００１５】
請求項４の発明は、請求項１または請求項２の発明に係る電子カメラにおいて、前記表示
用画像は、前記第１画像の一部領域を抽出した画像として取得される画像であり、前記表
示制御手段は、前記オートフォーカス制御時よりも前の時点において前記第１画像の部分
領域を拡大表示させる拡大表示モードが操作者により選択されていることを条件として、
前記表示制御を行うことを特徴とする。
【００１６】
　請求項５の発明は、請求項１ないし請求項３のいずれかの発明に係る電子カメラにおい
て、前記表示制御手段は、操作者によるシャッタボタンの押下操作に応じて、前記表示手
段におけるプレビュー表示 、前記表示制御によるプレビュー表示に変更 ることを特徴
とする。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
＜概略構成＞
図１、図２及び図３は、本発明の実施形態に係るデジタルカメラ１（電子カメラないし撮
像装置）の外観構成を示す図であり、図１は正面図、図２は上面図、図３は背面図に相当
する。これらの図は必ずしも三角図法に則っているものではなく、デジタルカメラ１の外
観を例示することを主眼としている。
【００１９】
デジタルカメラ１の正面側には撮影レンズ２が設けられる。この撮影レンズ２はズーム機
能を有しており、ズームリング２ａを手動操作で回動させることによって撮影倍率の変更
を行うことができるように構成される。
【００２０】
また、デジタルカメラ１の上面にはシャッタボタン（レリーズボタン）９が設けられてお
り、該シャッタボタン９はユーザによる半押し状態と全押し状態とを区別して検出可能な
２段階押し込みスイッチとなっており、自動合焦モードが設定されている場合には半押し
状態のときに自動合焦制御（オートフォーカス制御とも称する）を開始し、全押し状態の
ときに記録用画像を撮影するための本撮影動作を開始する。
【００２１】
また、デジタルカメラ１の上面には、「撮影モード」と「再生モード」と「通信モード」
とを切替設定するモード切替えダイアル３が設けられている。撮影モードは被写体の撮影
を行って画像データの生成を行うモードであり、撮影モードはさらに静止画像撮影モード
と動画像撮影モードとに細分化されている。また、再生モードはメモリカード９０に記録
された画像データを、デジタルカメラ１の背面側に設けられた液晶表示部（以下、ＬＣＤ
という。）５に再生表示するモードである。さらに通信モードはデジタルカメラ１の側面
に設けられる外部接続インタフェース３８を介して、外部コンピュータ９１等とのデータ
転送を行うモードである。
【００２２】
デジタルカメラ１の背面には、本撮影動作前のライブビュー表示及び記録画像の再生表示
等を行うためのＬＣＤ５と、電子ビューファインダ（以下、ＥＶＦという。）４とが設け
られている。このＬＣＤ５及びＥＶＦ４では、それぞれカラー画像の表示が行われる。な
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お、以下の説明においてはＬＣＤ５が３２０×２４０の表示画素数を有する場合を例示す
る。
【００２３】
また、デジタルカメラ１の背面にはメニューボタン６が設けられており、このメニューボ
タン６が押下されることによって各種メニュー画面がＬＣＤ５に表示される。また、デジ
タルカメラ１の背面には、ＬＣＤ５における表示カーソルを４方向に移動させるための十
字カーソルボタン７ａと十字カーソルボタンの中央部に設けられる決定ボタン７ｅとで構
成されるコントロールボタン７が設けられる。これらメニューボタン６及びコントロール
ボタン７を用いて各種撮影パラメータの設定操作が行われる。各種撮影パラメータの設定
状態はデジタルカメラ１の上面側に配置されるデータパネル８に表示される。なお、デジ
タルカメラ１の背面には上記の他にも拡大ボタン３５ａ等の各種操作ボタンが配置される
。
【００２４】
さらに、デジタルカメラ１の側面には、着脱自在な記録媒体であるメモリカード９０の挿
入装着部が設けられており、本撮影によって得られる画像データはこの挿入装着部にセッ
トされるメモリカード９０に記録される。
【００２５】
＜内部構成＞
次に、デジタルカメラ１の内部構成について説明する。
【００２６】
図４は、デジタルカメラ１の内部機能を示すブロック図である。
【００２７】
撮影レンズ２はレンズ駆動部３１によって駆動され、ＣＣＤ撮像素子１０に結像される像
の合焦状態を変化させるように構成される。なお、自動合焦（オートフォーカス）設定時
には全体制御部２０において画像から自動的に撮影レンズ２のレンズ駆動量が決定され、
このレンズ駆動量に基づいて撮影レンズ２が駆動されるのに対し、手動合焦（マニュアル
フォーカス）設定時にはユーザによるコントロールボタン７の操作量に応じてレンズ駆動
量が決定され、このレンズ駆動量に基づいて撮影レンズ２が駆動される。
【００２８】
ＣＣＤ撮像素子１０は被写体像を撮影して電子的な画像信号を生成する撮像手段として機
能するものであり、２５６０×１９２０個の画素を有し、撮影レンズ２によって結像され
た被写体の光像（被写体像）を、画素毎にＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の色成分の画像
信号（各画素で受光された画素信号の信号列からなる信号）に光電変換して出力する。タ
イミングジェネレータ３２は、ＣＣＤ撮像素子１０の駆動を制御するための各種のタイミ
ングパルスを生成するものである。ＣＣＤ撮像素子１０からの画像信号の読出動作は、全
体制御部２０およびタイミングジェネレータ３２によって制御される。
【００２９】
ＣＣＤ撮像素子１０の駆動方式（読み出しモード）には、「ドラフトモード」、「自動合
焦モード」、及び「本撮影モード」の３つのモードがある。これらの３つのモードの切替
制御は、全体制御部２０およびタイミングジェネレータ３２によって行われる。
【００３０】
これら３つのモードのうち、「ドラフトモード」は本撮影前のプレビュー（ライブビュー
とも称する）用の画像を生成するための読み出しモードである。端的に言えば、ドラフト
モードは、プレビュー用の画像生成のために、画像信号を間引き読み出しするモードであ
るといえる。
【００３１】
一般的にＣＣＤ撮像素子からの信号読み出しは水平ラインごとに行われる。このため、ド
ラフトモードにおいては、水平方向２５６０画素、垂直方向１９２０画素を有するＣＣＤ
撮像素子１０から水平ラインごとの画素信号を読み出す際、８ライン中１ラインを読み出
すようにＣＣＤ撮像素子１０が駆動される。つまり、ドラフトモード時には、１９２０の
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水平ラインが１／８間引きされた状態で読み出されるのである。この結果、ドラフトモー
ド時にＣＣＤ撮像素子から出力される画像Ｇ１は、図５に示すように２５６０×２４０の
画素で構成されることになる。ドラフトモードは、撮像素子内の全画素のうちの所定数の
画素に対応する画像信号を読み出すモードであるとも表現できる。
【００３２】
また、「自動合焦モード」（以下、ＡＦモードとも称する）は、ドラフトモード（および
本撮影モード）よりも少ない数の画素に対応する画像信号を読み出すことによって複数の
画像を高速に読み出すモードである。この自動合焦モードは、オートフォーカス制御（自
動合焦制御）時に適用される。自動合焦モードにおいては、ドラフトモード時に読み出さ
れる２４０ラインのうちの一部の水平ライン（たとえば中央に位置する８０ライン）が読
み出される。この結果、自動合焦モード時にＣＣＤ撮像素子から出力される画像Ｇ２は、
図６に示すように２５６０×８０の画素で構成されることになる。なお、図６における破
線はドラフトモード時の画像Ｇ１を示している。
【００３３】
「自動合焦モード」においては、「ドラフトモード」よりも少ない数の水平ラインに対応
する画像信号（言い換えれば、「ドラフトモード」よりも少ない数の画素に対応する画像
信号）が読み出される。したがって、フレーム画像の読み出しが高速化され、複数の画像
が高速に読み出される。具体的には、８０本の水平ライン以外のラインはＣＣＤ撮像素子
１０から画素信号として読み出す必要はなく、ＣＣＤ撮像素子１０の垂直転送ラインから
排出するために短い周期の駆動パルスによる高速駆動によって高速で読み出せばよいだけ
なので、ＣＣＤ撮像素子１０からの画像信号の高速化を図ることができる。たとえば、ド
ラフトモードでのフレーム画像の読み出し速度が最大３０ＦＰＳ（フレーム毎秒）である
ときに、自動合焦モードによれば６０ＦＰＳの読み出し速度が可能になる。
【００３４】
上記の２つの読み出しモードを比較すれば、ドラフトモードは、比較的多数の画素を読み
出すモードであるとも表現でき、自動合焦モードは、比較的高速読出し可能なモードであ
るとも表現できる。
【００３５】
さらに、「本撮影モード」はフレーム画像全体、すなわち２５６０×１９２０の全画素を
読み出し対象として画像信号を読み出すモードである。そしてタイミングジェネレータ３
２はこれらの読み出しモードのうちの指定されるモードに基づいてＣＣＤ撮像素子１０を
駆動する。
【００３６】
ＣＣＤ撮像素子１０から得られる画像信号は信号処理回路１１（図４）に与えられ、信号
処理回路１１において画像信号（アナログ信号）に対して所定のアナログ信号処理が施さ
れる。信号処理回路１１は相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）とオートゲインコントロ
ール回路（ＡＧＣ）とを有しており、相関二重サンプリング回路により画像信号のノイズ
低減処理を行い、オートゲインコントロール回路でゲインを調整することにより画像信号
のレベル調整を行う。
【００３７】
Ａ／Ｄ変換器１２は、画像信号の各画素信号を１２ビットのデジタル信号に変換するもの
である。Ａ／Ｄ変換器１２は、全体制御部２０から入力されるＡ／Ｄ変換用のクロックに
基づいて各画素信号（アナログ信号）を１２ビットのデジタル信号に変換する。
【００３８】
ＷＢ（ホワイトバランス）回路１３は、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色成分のレベル変換を行うもので
ある。ＷＢ回路１３は、全体制御部２０で記憶されるレベル変換テーブルを用いてＲ，Ｇ
，Ｂの各色成分のレベルを変換する。なお、レベル変換テーブルの各色成分のパラメータ
（特性の傾き）は全体制御部２０により、オートまたはマニュアルで、撮影画像毎に設定
される。γ補正回路１４は、画素データの階調を補正するものである。
【００３９】
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色補正部１５は、γ補正回路１４から入力される画像データに対し、ユーザから設定され
た色補正に関するパラメータに基づいて色補正を行うとともに、ＲＧＢ色空間で表現され
たカラー情報をＹＣｒＣｂ色空間で表現されたカラー情報に変換する。この表色系変換に
より、全画素について輝度成分値Ｙが得られることになる。
【００４０】
解像度変換部１６は、ＣＣＤ撮像素子１０から得られる画像データに対して所定の解像度
変換や、領域の切り出しを行うものである。
【００４１】
例えばライブビュー表示時にはＣＣＤ撮像素子１０がドラフトモードで駆動されて取得さ
れる画像データに対して、解像度変換部１６が所定の解像度変換を施し、ＬＣＤ５の表示
画素数に適合した画像サイズの画像データ (３２０×２４０画素 )を生成する。つまり、ラ
イブビュー表示時には、解像度変換部１６が図５に示す画像Ｇ１の水平方向のみについて
１／８間引きを行い、３２０×２４０の画素を有するライブビュー用の画像Ｇｂを生成す
るのである。
【００４２】
また、解像度変換部１６は、自動合焦時には、「自動合焦モード」で読み出された画像信
号に基づいて、自動合焦評価領域（ＡＦ評価領域ないしＡＦエリアとも称する）に対応す
る画像を生成する。具体的には、解像度変換部１６は、ＡＦ評価領域に対応する画像Ｇｆ
を抽出する。画像Ｇｆは、水平方向における所定画素数間隔の間引き処理を行わずに画像
Ｇ２から抽出される。具体的には、このＡＦ評価領域の画像Ｇｆは、６４０×８０の画素
を有する画像成分で構成され、図６に示すように自動合焦時にＣＣＤ撮像素子１０から得
られる画像Ｇ２の中央部分に位置する６４０×８０画素の画像成分を切り出すことによっ
て抽出される。この画像Ｇｆは、ＡＦ評価値演算部１７内のＡＦ用画像メモリ１７ｂ（図
７参照）に入力され、ＡＦ用評価値の算出に用いられる。
【００４３】
さらに、このデジタルカメラ１は、オートフォーカス制御（自動合焦制御）を行っていな
いときだけでなく、オートフォーカス制御中であっても、ライブビュー表示を行う。すな
わち、このデジタルカメラ１は、オートフォーカス制御（自動合焦制御）を行っているか
否かにかかわらずライブビュー表示を行う。
【００４４】
そのため、表示制御部３３は、オートフォーカス制御時以外においてはライブビュー用の
画像ＧｂをＬＣＤ５等に表示させるとともに、オートフォーカス制御時においてもライブ
ビュー表示用の画像Ｇｈを生成しその画像ＧｈをＬＣＤ５等に表示させる。この画像Ｇｈ
は、オートフォーカス制御時よりも前の時点で既に取得されていた画像Ｇｂから抽出され
た（より詳細には画像Ｇｂの一部として抽出された）画像である。画像Ｇｈについては後
に詳述する。
【００４５】
なお、以下、自動合焦モードで読み出された画像に基づくライブビュー表示を「ＡＦライ
ブビュー表示」とも称する。この実施形態においては、オートフォーカス制御時における
ライブビュー表示として、このＡＦライブビュー表示が用いられる。また、この「ＡＦラ
イブビュー表示」と区別するため、便宜上、ドラフトモードで読み出された画像のみに基
づくライブビュー表示を、「ドラフトライブビュー表示」と称するものとする。この実施
形態においては、オートフォーカス制御を行っていないときのライブビュー表示として、
この「ドラフトライブビュー表示」が用いられる。
【００４６】
また、本撮影時には解像度変換部１６は解像度変換処理を行うことなく、色補正部１５か
ら得られる画像データをそのまま全体制御部２０に出力する。そして本撮影時に得られる
画像データは画像メモリ３４に格納されることになる。
【００４７】
なお、解像度変換部１６によって所定の解像度変換が施された画像データは、全体制御部
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２０を介して表示制御部３３に与えられ、ＬＣＤ５及びＥＶＦ４に対してライブビュー画
像の表示が行われるとともに、測光演算部１８にも与えられ、自動露出（ＡＥ）制御用の
評価値が算出される。また、自動合焦制御時には、解像度変換部１６によって所定の解像
度変換が施された画像データは、ＡＦ評価値演算部１７にも与えられ、オートフォーカス
制御用（自動合焦制御用）の評価値が算出される。
【００４８】
ＡＦ評価値演算部１７はユーザによってシャッタボタン９が半押し状態Ｓ１とされた場合
に機能し、コントラスト方式の自動合焦制御を行うための評価値演算動作が行われる。こ
こでは、解像度変換部１６から得られるＡＦ評価領域の画像Ｇｆ（図６）に基づいて、水
平方向に隣接する２画素間での差分絶対値の総和がＡＦ用評価値として算出される。そし
てＡＦ評価値演算部１７において算出されるＡＦ用評価値は全体制御部２０へと出力され
る。
【００４９】
測光演算部１８では、ドラフトモードにおいて解像度変換部１６から出力される３２０×
２４０画素の画像データを例えば３００ (２０×１５ )ブロックに分割し、各ブロックの代
表輝度値に基づいてＡＥ用評価値を算出する。測光演算部１８において算出されるＡＥ用
評価値は全体制御部２０へと出力される。
【００５０】
画像メモリ３４は、ＣＣＤ撮像素子１０で取得され、上記の画像処理が施された画像デー
タを一時的に記憶するメモリである。画像メモリ３４は、少なくとも１フレーム分の記憶
容量を有している。また、ユーザによって記録指示が与えられた場合には、画像メモリ３
４からメモリカード９０に対して画像データが転送され、画像データの記録保存が行われ
る。
【００５１】
カードインタフェース（カードＩ／Ｆ）３７は、デジタルカメラ１側面の挿入装着部に対
して装着されるメモリカード９０への画像データの書込み及び読出しを行うためのインタ
フェースである。メモリカード９０に対する画像データの読み書き時には、圧縮・伸張部
３６において例えばＪＰＥＧ方式で画像データの圧縮処理又は伸張処理が行われる。また
、外部接続インタフェース（外部接続Ｉ／Ｆ）３８は通信ケーブル等を介して外部コンピ
ュータ９１と通信可能にするためのインタフェースであり、例えばＵＳＢ規格に準拠した
通信用インタフェース等で実現される。これらカードＩ／Ｆ３７、外部接続Ｉ／Ｆ３８を
介して、メモリカード９０や外部コンピュータ９１にセットされるＣＤ－ＲＯＭ等の記録
媒体に記録される制御プログラムを、全体制御部２０のＲＡＭ２０ａ又はＲＯＭ２０ｂ内
に取り込むことができる。
【００５２】
操作部３５は、上述したモード切替えダイアル３、メニューボタン６、コントロールボタ
ン７、シャッタボタン９及び拡大ボタン３５ａ等を含む操作部であり、ユーザがデジタル
カメラ１の設定を操作する部材である。
【００５３】
全体制御部２０は内部にＲＡＭ２０ａ及びＲＯＭ２０ｂを備えたマイクロコンピュータに
よって構成され、マイクロコンピュータが所定のプログラムを実行することにより、上記
各部を統括的に制御する制御手段として機能する。
【００５４】
全体制御部２０はデジタルカメラ１が撮影モードにあるときと、再生モードにあるときと
で、それぞれ異なった機能を示す。
【００５５】
撮影モード時において、全体制御部２０はＣＣＤ撮像素子１０を駆動する駆動方式をタイ
ミングジェネレータに指令する。具体的には、ライブビュー表示時（ただし、自動合焦時
を除く）にはＣＣＤ撮像素子１０をドラフトモードに設定し、自動合焦（ＡＦ）時にはＣ
ＣＤ撮像素子１０を自動合焦モードに設定し、本撮影動作時にはＣＣＤ撮像素子１０を本
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撮影モードに設定する。
【００５６】
＜表示概要＞
つぎに、オートフォーカス制御時における表示状態の概要について説明する。
【００５７】
図７は撮影モード下でのライブビュー表示時におけるデジタルカメラ１の主要機能を示す
ブロック図である。図７においては、表示制御部３３における詳細な機能ブロックが併せ
て示されている。表示制御部３３は、全体制御部２０と協働することによって、ＬＣＤ５
（またはＥＶＦ４）に対してライブビュー画像を表示する。
【００５８】
また、図８は、オートフォーカス制御時にＬＣＤ５に表示される表示用画像Ｇｈとそれ以
前の時点でＬＣＤ５に表示されていた画像Ｇｂとの位置の対応関係を示す図である。言い
換えれば、図８においては、画像Ｇｈが画像Ｇｂの中から抽出される際における両画像Ｇ
ｂ，Ｇｈの位置関係が示されている。
【００５９】
図８に示すように、画像Ｇｈの中心位置Ｃｈは、画像Ｇｂの中心位置Ｃｂから、移動量Ｍ
（後述）ずれた画像となっている。この移動量Ｍは、後述するように、自動合焦モードで
読み出された少なくとも１つの画像Ｇｆを用いて算出される。言い換えれば、画像Ｇｈは
、元の画像Ｇｂとの対応位置が移動量Ｍに応じてずれた状態で抽出されることになる。
【００６０】
また、画像Ｇｈは、上下左右方向のそれぞれにおいて最大移動量Ｍ maxだけ画像Ｇｂより
も小さな領域に対応する画像である。最大移動量Ｍ maxは、構図の変化量（ないし被写体
の移動量）の許容最大値として予め定められた値であり、許容移動量ないし許容ずれ量な
どとも称するものとする。
【００６１】
なお、図８に示される画像Ｇｇは、移動量Ｍがゼロの場合における抽出画像Ｇｈに相当す
る。
【００６２】
図９は、画像ＧｈがＬＣＤ５に表示されている様子を示す図である。画像Ｇｈは、ＬＣＤ
５（ないし画像Ｇｂ）よりも小さな画素サイズを有する画像であり、ＬＣＤ５の一部に表
示されることになる。図９においては、画像Ｇｈの中心位置Ｃｈが常にＬＣＤ５の中心位
置Ｃｂに合わせられた状態で表示される場合が示されている。
【００６３】
ただし、表示状態はこれに限定されず、たとえば、図８に示す元の画像Ｇｂとの位置関係
を示すように、画像Ｇｈの中心位置ＣｈがＬＣＤ５の中心位置から上記の移動量Ｍに応じ
てずれた状態で画像Ｇｈを表示するようにしてもよい。
【００６４】
また、ここでは、画像Ｇｈの画素サイズに対して解像度変換を施さずにそのままの画素サ
イズで画像ＧｈをＬＣＤ５に表示する場合を例示しているが、これに限定されない。たと
えば、図１０に示すように、画像Ｇｈに対して、画像Ｇｂ（ＬＣＤ５）と同じ画像サイズ
を有するような解像度変換（拡大処理）を施し、当該変換によって得られた画像ＧｋをＬ
ＣＤ５に表示するようにしてもよい。
【００６５】
また、図７に示すように、表示制御部３３は、表示用画像生成部４１、移動量検出部４２
、ＶＲＡＭ４４、および切換部４５を有しており、これらの各部によって、上記のような
表示制御動作が実現される。
【００６６】
このうち、移動量検出部４２は、自動合焦モードで読み出されて取得される複数の画像Ｇ
ｆを比較することなどによって、被写体の移動量（言い換えれば構図の変化量）を検出す
る機能を有している。
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【００６７】
また、表示用画像生成部４１は、オートフォーカス制御時には、画像Ｇｂからその一部領
域を抽出するとともに表示位置の指定処理（および／または変倍処理）を施すことなどに
よって表示用画像Ｇｈ（ないしＧｋ）を生成する機能を有している。なお、表示用画像生
成部４１は、オートフォーカス制御時以外には、画像ＧｂをそのままＶＲＡＭ４４に転送
して、画像Ｇｂをライブビュー画像として表示させる。
【００６８】
さらに、ＶＲＡＭ４４は、ビデオ出力用の画像メモリであり、表示用画像生成部４１から
出力された合成画像が一時的に記憶される。
【００６９】
また、切換部４５は出力先の表示部を選択する機能を有しており、選択された表示部に対
してＶＲＡＭ４４からの画像が出力される。切換部４５は、ＬＣＤ５およびＥＶＦ４のい
ずれか一方、あるいは、ＬＣＤ５およびＥＶＦ４の両方に対してＶＲＡＭ４４内の画像を
出力する。なお、ここでは、ＬＣＤ５への画像出力に本発明を適用する場合について主に
説明するが、ＥＶＦ４への画像出力に本発明を適用してもよい。
【００７０】
このような表示制御によって、図９などの態様での表示出力が可能になる。なお、各部の
詳細動作等については後述する。
【００７１】
＜詳細動作＞
つぎに、この表示動作について、より詳細に説明する。
【００７２】
ここでは、シャッタボタン９が半押し状態（状態Ｓ１とも称する）にされたときに、ＡＦ
ライブビュー表示を行う場合について説明する。このＡＦライブビュー表示においては、
ＣＣＤ撮像素子１０から自動合焦モードで読み出されて生成された画像Ｇｆを用いてオー
トフォーカス制御が行われるとともに、自動合焦モードに移行する前にドラフトモードで
読み出されて生成された上記の画像Ｇｈを用いてＡＦライブビュー表示が行われる。
【００７３】
図１１は、デジタルカメラ１における動作を示すタイミングチャートであり、図１２は、
ＣＣＤ撮像素子１０からの読み出し動作を示す概念図である。
【００７４】
図１１に示すように、ＣＣＤ撮像素子１０においては、露光動作が行われた後、１周期（
ここでは、１／３０秒あるいは１／６０秒）遅れて、ＣＣＤ撮像素子１０内の各画素の蓄
積電荷が画像信号として読み出される。この読み出し動作は、指令パルスＶＤ，ＶＴに応
じて行われる。
【００７５】
ここで、指令パルスＶＤは、ＣＣＤ撮像素子１０内の全てのフォトダイオードに対してそ
れぞれの蓄積電荷をＣＣＤ撮像素子１０内の垂直レジスタに出力すべき旨を指令するパル
スである。また、指令パルスＶＴは、ＣＣＤ撮像素子１０内の垂直転送レジスタに転送を
指令するパルスである。指令パルスＶＴが一定の微小周期で繰り返し送出されることによ
って各水平ラインに対応する画像信号が出力される。具体的には、上側から下側へと各水
平ラインに対応する画像信号が、各指令パルスＶＴに応じて送出される。
【００７６】
図１２にも示すように、ドラフトモードにおいては、２４０本の水平ラインを含む画像信
号が指令パルスＶＤ，ＶＴに応じて読み出される。ドラフトモードにおいて読み出された
画像信号は、画像Ｇ１に相当する。一方、自動合焦モードにおいては、８０本の水平ライ
ンを含む画像信号が指令パルスＶＤ，ＶＴに応じて読み出される。自動合焦モードにおい
て読み出された画像信号は、画像Ｇ２に相当する。
【００７７】
また、ＣＣＤ撮像素子１０における読み出しモードがドラフトモードから自動合焦モード
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に変更されると、読み出し間隔が短くなり高速読み出しが可能になる。ドラフトモードに
おいては２４０本の水平ラインが読み出されるのに対して、自動合焦モードにおいては８
０本の水平ラインが読み出されればよいからである。通常の速度で読み出す画素数を減ら
すことによって、画素の読み出し速度を高速化される。なお、図１２においては、記号Ｗ
１，Ｗ２を付した部分においては、不要な画像信号を高速に読み出す動作を行う部分を意
味している。
【００７８】
以下では、図１１を参照しながら、デジタルカメラ１における撮影動作を、大きく２つの
期間Ｔ１，Ｔ２に区別して説明する。
【００７９】
モード切替えダイアル３の操作によって「撮影モード」が選択されると、期間Ｔ１におい
て、所定の表示部（ここではＬＣＤ５）にライブビュー表示（ドラフトライブビュー表示
）が行われる。この期間Ｔ１においては、未だオートフォーカス制御は行われていない。
【００８０】
そして、この期間Ｔ１においては、ドラフトモードでＣＣＤ撮像素子１０から画像信号が
読み出される。具体的には、ＣＣＤ撮像素子１０から２５６０×２４０の画素サイズの画
像Ｇ１（図５）に対応する画像信号が読み出される。そして、この画像信号に基づいて解
像度変換部１６などにより生成された３２０×２４０の画素サイズを有するライブビュー
用の画像ＧｂがＬＣＤ５に表示される。
【００８１】
より詳細には、図７に示すように、解像度変換部１６で生成されたライブビュー用の画像
Ｇｂは、一旦画像メモリ３４に格納され、その後、表示用画像生成部４１、ＶＲＡＭ４４
、および切換部４５を介してＬＣＤ５に表示される。ここでは、画像Ｇｂは、表示用画像
生成部４１によって特別の処理を施されることはなく、そのまま通過してＶＲＡＭ４４へ
と転送される。また、切換部４５は、出力先の表示部としてＬＣＤ５を選択する。これに
より、ＬＣＤ５に画像Ｇｂがライブビュー画像として表示される。また、この期間Ｔ１に
おけるライブビュー表示（ドラフトライブビュー表示）においては、３０ＦＰＳの速度で
表示画像が更新される。
【００８２】
その後、操作者によってシャッタボタン９が半押し状態Ｓ１にまで押下されると、ＣＣＤ
撮像素子１０の読み出しモードが自動合焦モードに変更され、期間Ｔ２が開始する。具体
的には、全体制御部２０は、タイミングジェネレータ３２を用いて、ＣＣＤ撮像素子１０
から自動合焦モードで画像信号を読み出すように制御する。この期間Ｔ２においては、オ
ートフォーカス制御が行われるとともにライブビュー表示（ＡＦライブビュー表示）が行
われる。
【００８３】
この期間Ｔ２においては、自動合焦モードでＣＣＤ撮像素子１０から画像信号が読み出さ
れる。具体的には、ＣＣＤ撮像素子１０から２５６０×８０の画素サイズの画像Ｇ２（図
６）に対応する画像信号が読み出される。そして、解像度変換部１６は、この画像信号に
基づいて６４０×８０の画素サイズを有するＡＦ評価領域の画像Ｇｆを生成する。
【００８４】
ＡＦ評価値演算部１７は、ＡＦ評価領域の画像Ｇｆ内の各画素の画素値に基づいてＡＦ評
価値を算出する。そして、このＡＦ評価値に基づいてオートフォーカス制御を行う。制御
方式としては、いわゆる「コントラスト方式（山登り方式）」が採用される。この「コン
トラスト方式」は、レンズを駆動しつつ各レンズ位置に対するＡＦ評価値（画像のコント
ラスト値など）を算出し、ＡＦ評価値が極大となるレンズ位置Ｐ（図示せず）を求め、そ
のレンズ位置Ｐに撮影レンズ２を移動することによって、被写体を合焦状態にする制御方
式である。このオートフォーカス制御中は、自動合焦モードにより高速なフレームレート
で（ここでは６０ＦＰＳで）ＣＣＤ撮像素子１０から画像信号が読み出されるので、オー
トフォーカス制御の高速化を図ることができる。
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【００８５】
また、画像Ｇｆを用いて被写体の移動量Ｍを求める。移動量Ｍは、ベクトルとして表現さ
れる。ここでは、原則として、順次に撮影される連続する２枚の画像Ｇｆを比較して、被
写体の移動量を算出する。なお、自動合焦モードに移行した後の最初の一枚の画像Ｇｆを
取得した時点では、比較すべき他の画像Ｇｆが存在しないため、最初の画像Ｇｆとその直
前に撮影した画像Ｇｂと比較して被写体の移動量を算出するものとする。
【００８６】
そして、この移動量Ｍに基づいて、図８および図９などに示すような画像Ｇｈが生成され
る。画像Ｇｈは、画像Ｇｆが新たに取得されるごとに新たに生成するようにしてもよいが
、表示の更新レートに必要なタイミングで新たに生成するようにしてもよい。図１１では
、４フレームごとに新たな画像Ｇｈが生成される場合を示している。
【００８７】
具体的には、期間Ｔ１の最後にドラフトモードで取得された画像Ｇｂは、期間Ｔ２に移行
した後は更新されることなく画像メモリ３４（図７）に残存して記憶されており、表示用
画像生成部４１に入力される。
【００８８】
また、ＡＦ評価値演算部１７からの画像Ｇｆは、高速なフレームレートで（ここでは６０
ＦＰＳで）更新されて移動量検出部４２に入力される。移動量検出部４２は、順次に入力
される画像Ｇｆｉ（ｉ＝１，２， ...）を用いて移動量Ｍを求める。
【００８９】
詳細には、まず、読出しモード移行直前の撮影画像Ｇｂと読出しモード移行後の１枚目の
画像Ｇｆ１とを比較し、移動量ΔＭ１を求める。次に、１枚目の画像Ｇｆ１と２枚目の画
像Ｇｆ２とを比較して移動量ΔＭ２を求める。同様に、２枚目の画像Ｇｆ２と３枚目の画
像Ｇｆ３とを比較して移動量ΔＭ３を求め、３枚目の画像Ｇｆ３と４枚目の画像Ｇｆ４と
を比較して移動量ΔＭ４を求める。それぞれの画像比較動作においては、パターンマッチ
ング等の技術を用いることなどによって、２つの画像のずれ量を移動量ΔＭｉとして求め
ればよい。なお、移動量ΔＭ１～ΔＭ４は、移動量Ｍと同様、ベクトルとして表現される
。
【００９０】
そして、これらの移動量ΔＭ１～ΔＭ４を合計することによって、移動量Ｍが求められる
（Ｍ＝ΔＭ１＋ΔＭ２＋ΔＭ３＋ΔＭ４）。
【００９１】
その後、表示用画像生成部４１は、画像Ｇｂから、当該画像Ｇｂより小さなサイズの画像
Ｇｈを抽出する。画像Ｇｈは、その中心位置が画像Ｇｂの中心位置に対して移動量Ｍだけ
ずれたものとなっている。
【００９２】
表示用画像生成部４１によって生成された画像Ｇｈは、その表示位置の指定とともにＶＲ
ＡＭ４４に転送され、切換部４５によって表示先として選択されたＬＣＤ５に対して出力
される。このような動作を所定の周期で繰り返すことによって、ＡＦライブビュー表示を
実現することができる。
【００９３】
なお、この期間Ｔ２のライブビュー表示（ＡＦライブビュー表示）においては、１５ＦＰ
Ｓ（＝６０／４）のフレームレートで表示画像Ｇｈが更新される。ただし、このフレーム
レートで更新する必要はなく、２フレーム毎に画像Ｇｈを生成することによって期間Ｔ２
においても期間Ｔ１と同じ速さのフレームレート（３０ＦＰＳ）で画像表示を更新するよ
うにしてもよい。
【００９４】
期間Ｔ２におけるオートフォーカス制御動作によって被写体が合焦状態になると、オート
フォーカス制御が終了し、ドラフトモードに戻る。ドラフトモードへの復帰後は、期間Ｔ
１と同様の動作が行われる。
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【００９５】
その後、操作者によってシャッタボタン９が全押し状態Ｓ２にまで押下されると、ＣＣＤ
撮像素子１０の読み出しモードが本撮影モードに変更される。具体的には、全体制御部２
０は、タイミングジェネレータ３２を用いて、ＣＣＤ撮像素子１０から本撮影モードで画
像信号を読み出すように制御する。
【００９６】
そして、所定のシャッタースピードに応じた時間（たとえば１／１５秒）にわたる露光動
作の後、本撮影モードでＣＣＤ撮像素子１０から画像信号が読み出される。具体的には、
２５６０×１９２０の画素サイズに相当する画像信号、すなわち、フレーム全体のサイズ
の画像信号が読み出される。また、取得された画像信号に対して圧縮処理などの所定の画
像処理が施されると、所定の形式の画像ファイルが画像データとして生成される。生成さ
れた画像ファイルは、メモリカード９０に記録される。また、この本撮影時においては、
ライブビュー表示は一旦中断される。
【００９７】
メモリカード９０への記録動作が終了すると、再びドラフトモードに戻る。ドラフトモー
ドへの復帰後は期間Ｔ１と同様の動作が行われる。以降、同様の動作が繰り返される。
【００９８】
図１３および図１４は、上記の動作を示すフローチャートである。今度は上記の動作につ
いて図１３および図１４のフローチャートを用いて説明する。
【００９９】
まず、ステップＳＰ１において、デジタルカメラ１は、ドラフトモードへの移行直前に取
得された画像Ｇｂを取得する。
【０１００】
つぎに、ステップＳＰ２において、ＣＣＤ撮像素子１０からの読み出しモードが変更され
た後に、モード変更後の最初の画像Ｇｆ１が取得される。
【０１０１】
ステップＳＰ３では、画像Ｇｂと画像Ｇｆ１とが比較され、両画像が一致しているか否か
が判定される。画像Ｇｂ，Ｇｆ１は、その画素数が互いに異なるが、対応位置同士を比較
すればよい。
【０１０２】
一致している場合には移動量ΔＭ１をゼロ（ベクトル）とみなしてステップＳＰ９に進む
。
【０１０３】
一方、一致していない場合には、ステップＳＰ４に進み、その移動量ΔＭ１が算出される
。さらに、算出エラーの発生の有無、移動量が規定量を超えていないかなどが判定される
（ステップＳＰ５，ＳＰ６）。
【０１０４】
ステップＳＰ５において、移動量ΔＭ１を何らかの理由により適正に算出できなかったと
判定された場合には、ステップＳＰ９に進む。また、ステップＳＰ６では、移動量（ベク
トル）Ｍの各成分が許容移動量Ｍ maxを超えていないかが判定される。移動量（ベクトル
）Ｍのいずれかの成分が許容移動量Ｍ maxを超えている場合には、移動量Ｍの超過成分を
許容最大値Ｍ maxに設定する（ステップＳＰ７）。これにより、ステップＳＰ２４での画
像Ｇｈの生成時における抽出領域が、画像Ｇｂ内に収まるように移動量Ｍが調整される。
【０１０５】
算出された移動量Ｍは一旦メモリに記憶される（ステップＳＰ８）。
【０１０６】
ステップＳＰ９では、カウンタｉの値が２に設定される。
【０１０７】
その後、ステップＳＰ１２では、読出しモード変更後の第ｉ枚目（ここでは、第２枚目）
の画像Ｇｆｉが取得される。
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【０１０８】
ステップＳＰ１３では、第（ｉ－１）枚目および第ｉ枚目の２枚の画像Ｇｆ（ここでは画
像Ｇｆ１および画像Ｇｆ２）が互いに比較され、両画像が一致しているか否かが判定され
る。
【０１０９】
一致している場合には移動量ΔＭｉ（ここではΔＭ２）をゼロ（ベクトル）とみなしてス
テップＳＰ１９に進む。
【０１１０】
一方、一致していない場合には、ステップＳＰ１４に進み、その移動量ΔＭ２が算出され
、そのΔＭ２をΔＭ１と合算することによって移動量Ｍが更新される。さらに、算出エラ
ーの発生の有無、移動量が規定量を超えていないかなどが判定される（ステップＳＰ１５
，ＳＰ１６）。
【０１１１】
ステップＳＰ１５において、移動量ΔＭ２を何らかの理由により適正に算出できなかった
と判定された場合には、ステップＳＰ１９に進む。また、ステップＳＰ１６では、移動量
（ベクトル）Ｍの各成分が許容移動量Ｍ maxを超えていないかが判定される。移動量（ベ
クトル）Ｍのいずれかの成分が許容移動量Ｍ maxを超えている場合には、移動量Ｍの超過
成分を許容移動量Ｍ maxに設定する（ステップＳＰ１７）。これにより、ステップＳＰ２
４での画像Ｇｈの生成時における抽出領域が、画像Ｇｂ内に収まるように移動量Ｍが調整
される。
【０１１２】
算出された移動量Ｍは一旦メモリに記憶され（ステップＳＰ１８）、取得すべき枚数の画
像Ｇｆを全て取得したか否かが判定される（ステップＳＰ１９）。
【０１１３】
未取得の画像Ｇｆｉが残存しているときには、カウンタｉを１つインクリメントして（ス
テップＳＰ２１）、再びステップＳＰ１２に戻り、同様の動作を繰り返す。
【０１１４】
これにより、ΔＭ３、ΔＭ４が算出され、合計の移動量Ｍ＝ΔＭ１＋ΔＭ２＋ΔＭ３＋Δ
Ｍ４が算出される。
【０１１５】
その後、ステップＳＰ２２で移動量Ｍが適正に取得されたことが判定されると、ステップ
ＳＰ２３に進み上述の画像Ｇｈが生成され、画像ＧｈがＬＣＤ５に表示される。ステップ
ＳＰ２２で移動量Ｍが適正に取得されていないと判定された場合には、前回ＬＣＤ５に表
示された画像を次の表示用画像として決定する。
【０１１６】
その後も、同様の動作が繰り返されることによって、オートフォーカス制御時におけるラ
イブビュー表示が行われる。
【０１１７】
以上のように、この実施形態のデジタルカメラ１によれば、オートフォーカス制御時にお
いては、ＣＣＤ撮像素子１０からの読み出しが自動合焦モードで行われるので、オートフ
ォーカス制御の高速化を図ることができる。また、オートフォーカス制御時においては、
自動合焦モードで読み出される画像信号を利用して被写体の移動量が検出され、その移動
量と自動合焦モードに移行する前にドラフトモードで読み出されていた画像Ｇｂとに基づ
いて表示用画像が生成され、その表示用画像がＬＣＤ５等に表示される。したがって、自
動合焦モードで読み出した画像よりも大きな画像を表示した状態で、被写体の移動量（言
い換えれば構図の変化）を考慮しつつフレーミング操作を行うことが可能になる。すなわ
ち、オートフォーカス制御時のプレビュー表示を適正化することができる。
【０１１８】
また、表示用画像生成部４１は、その中心位置Ｃｈが画像Ｇｂの中心位置Ｃｂから移動量
Ｍずれた画像Ｇｈを表示用画像として生成し、生成された表示用画像がＬＣＤ５等におい
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て表示されるので、構図の変化をより正確に示すことが可能である。
【０１１９】
さらに、プレビュー表示用の画像Ｇｈは、画像Ｇｂの一部領域を抽出した画像（言い換え
れば、画像Ｇｂの部分画像）として取得されるので、プレビュー領域の欠落を防止できる
。より詳細には、画像Ｇｈは、画像Ｇｂから許容移動量（許容ずれ量）Ｍ maxを予め差し
引いたサイズの画像として抽出されるので、撮影対象になる領域であるとして表示すべき
領域のうちプレビュー画像に表示されない部分が生じること（すなわち、プレビュー領域
の欠落）を防止できる。また、上記においては、ステップＳＰ１７等において、画像Ｇｈ
の抽出領域が画像Ｇｂ内に収まるように移動量Ｍが調整されているので、構図の変化が許
容ずれ量を越える場合でもプレビュー領域の欠落を防止することが可能である。なお、移
動量Ｍが許容移動量Ｍ maxよりも大きくなったときには、警告動作を行うようにしてもよ
い。たとえば、「ずれ量が許容値を超えたためプレビュー表示が必ずしも正確ではない」
旨を操作者に通知するための表示を行うようにしてもよい。
【０１２０】
また、上記においては、操作者によるシャッタボタン９の押下操作（より詳細にはシャッ
タボタン９を半押し状態Ｓ１にまで押下する操作）に応じて、ＡＦ処理が開始されるとと
もにプレビュー表示が画像Ｇｂから画像Ｇｈによるものへと変更されているため、操作者
の操作とは無関係にプレビュー表示が変更される場合に比べて、プレビュー表示の変更に
よる違和感を軽減できる。
【０１２１】
＜変形例など＞
以上、この発明の実施の形態について説明したが、この発明は上記説明した内容のものに
限定されるものではない。
【０１２２】
たとえば、上記実施形態においては、自動合焦モードにおいて６０ＦＰＳで画像信号を読
み出す場合について説明したが、これに限定されず、自動合焦モードにおいて様々な読出
し速度で画像信号を読み出すようにしてもよい。たとえば、自動合焦モードにおいて１２
０ＦＰＳで画像信号を読み出すようにしてもよい。
【０１２３】
また、上記実施形態においては、許容移動量Ｍ maxとして、上下左右いずれの方向におい
ても同一の値を用いる場合について説明したがこれに限定されない。たとえば、上下方向
と左右方向とで異なる値を用いても良い。
【０１２４】
さらに、上記実施形態においては、画像Ｇｈの抽出領域が画像Ｇｂ内に収まるように移動
量Ｍが調整される（ステップＳＰ１７等）場合を例示したが、これに限定されない。たと
えば、移動量Ｍが許容移動量Ｍ maxを越えた場合でもそのような調整を行うことなく、算
出された移動量Ｍに応じた位置から画像Ｇｈを抽出するようにしてもよい。
【０１２５】
また、上記実施形態においては、オートフォーカス制御時よりも前の時点においては、ド
ラフトモードで読み出した画像Ｇｂの全領域をプレビュー用画像として表示するとともに
、オートフォーカス制御時においては、画像Ｇｂの一部領域をプレビュー用画像として表
示する場合について例示したが、本発明はこれに限定されない。
【０１２６】
たとえば、オートフォーカス制御時よりも前の時点においても撮影対象領域（画像Ｇｂの
全領域に相当する）の部分領域を拡大表示させる拡大表示モードが操作者により選択され
ていることを条件として、上述したようなプレビュー表示制御を行うようにしてもよい。
この拡大表示モードとしては、デジタルズーム撮影時の拡大表示モード、あるいは、合焦
状態確認時の拡大表示モードなどが例示される。また、撮影時のプレビュー表示として、
これらの拡大表示モードと通常のプレビュー表示（撮影対象領域の全領域を表示するもの
）とのいずれを選択するかに関する設定は、操作者による拡大ボタン３５ａ（図３）の押
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下等に応じて変更される。したがって、表示制御部３３は、拡大ボタン３５ａの押下等に
応じて上述のような拡大表示モード（デジタルズーム撮影時および合焦状態確認時の拡大
表示モードなど）のいずれかががプレビュー用の表示モードとして設定されたことが検出
されることを条件として、上記の画像ＧｈをＬＣＤ５等に表示するようにしてもよい。
【０１２７】
ここにおいて、操作者が拡大表示モードを選択する状況としては、被写体の動きが小さい
ことを前提にしている状況が想定される。したがって、操作者の選択により拡大表示モー
ドが選択されているときに、上述のプレビュー表示制御を行うことによれば、画像Ｇｂか
ら抽出した一部領域によってプレビュー表示をより適切に表示できる可能性を高めること
ができる。より詳細には、拡大表示モード選択時には、被写体の動きが少なく被写体の移
動量が許容移動量（許容ずれ量）Ｍ max以下となっている可能性が高くなるため、画像Ｇ
ｂの範囲内で適正なプレビュー画像Ｇｈを生成できる可能性を高めることができる。
【０１２８】
また、同様の理由により、ＡＦモードとしてコンティニュアスＡＦ（コンティニュアス方
式）を採用する場合ではなく、ＡＦモードとしてワンショットＡＦ（ワンショット方式）
を採用する場合に上述のプレビュー表示制御を適用することが好ましい。ここで、「コン
ティニュアス方式」は、シャッタボタン９が半押しされている間はオートフォーカス制御
を行い続ける方式であり、「ワンショット方式」は、シャッタボタン９が半押しされた後
に１回ＡＦ動作を行い、一旦合焦状態になった後はレンズ位置を変更しない方式である。
ワンショット方式は、コンティニュアス方式に比べて、動きの少ない被写体に対して適用
されることが多い。したがって、ワンショット方式がＡＦモードとして選択されているこ
とを条件として、上記のプレビュー表示制御を行うことによれば、画像Ｇｂの一部領域を
抽出した画像によってプレビュー表示をより適切に表示できる可能性を高めることができ
る。
【０１２９】
また、上記実施形態においては、操作者がシャッタボタン９を半押し状態Ｓ１にまで押下
したことに応答して、プレビュー表示を画像Ｇｂから画像Ｇｈによる表示へと変更する場
合を例示したが、これに限定されない。たとえば、操作者がシャッタボタン９を全押し状
態Ｓ２にまで押下したことに応答して、プレビュー表示を画像Ｇｂによる表示から画像Ｇ
ｈによる表示へと変更するようにしてもよい。
【０１３０】
具体的には、ＡＦ速度をシャッタボタンの押下の程度に応じて２段階で変更する場合にお
いて、比較的高速のＡＦ制御を行う際に画像Ｇｈをプレビュー表示用画像として表示させ
る表示制御を行うようにしてもよい。より詳細には、シャッタボタン９が半押し状態Ｓ１
にまで押下されたときには、ドラフトモードで読み出した画像Ｇｂを用いて比較的低速の
ＡＦ制御を行い、シャッタボタン９が全押し状態Ｓ２にまで押下されたときには、自動合
焦モードで読み出した画像Ｇｆを用いて比較的高速のＡＦ制御を行う。そして、操作者が
シャッタボタン９を全押し状態Ｓ２にまで押下したことに応答して、表示制御部３３がＬ
ＣＤ５等におけるプレビュー表示を、画像Ｇｂによる表示から画像Ｇｈによる表示へと変
更するようにすればよい。これによれば、ＡＦ速度を必要に応じて段階的に変更しつつ状
態Ｓ２への移行後の高速ＡＦ時の表示を適正化することも可能になる。また、操作者によ
るシャッタボタン９の押下操作に応じてプレビュー表示が変更されるため、操作者の操作
とは無関係にプレビュー表示が変更される場合に比べて、プレビュー表示の変更による違
和感を軽減することも可能である。
【０１３１】
なお、上述した具体的実施形態には以下の構成を有する発明が含まれている。
【０１３２】
（１）請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の電子カメラにおいて、
前記表示制御手段は、前記第１画像と前記第２モードで読み出された画像信号に基づく少
なくとも１つの画像とを利用して前記被写体像の移動量を検出することを特徴とする電子
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カメラ。
【０１３３】
（２）請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の電子カメラにおいて、
前記表示制御手段は、前記第２モードで読み出された画像信号に基づく複数の画像を利用
して前記被写体像の移動量を検出することを特徴とする電子カメラ。
【０１３４】
【発明の効果】
以上のように、請求項１ないし請求項５に記載の発明によれば、オートフォーカス制御時
においては、撮像素子からの読み出しが第２モードで行われるので、オートフォーカス制
御の高速化を図ることができる。また、オートフォーカス制御時においては、第２モード
で読み出される画像信号を利用して被写体の移動量が検出され、その移動量と第２モード
に移行する前に第１モードで読み出されていた画像とに基づいて表示用画像が生成され、
その表示用画像が表示手段に表示される。したがって、第２モードで読み出した画像より
も大きな画像を表示した状態で、フレーミング操作を行うことが可能になる。すなわち、
オートフォーカス制御時のプレビュー表示を適正化することができる。
【０１３５】
特に、請求項２に記載の発明によれば、表示用画像は、その中心位置が第１画像の中心位
置から表示制御手段により算出された移動量だけずれた画像として生成されるので、構図
の変化をより正確に示すことが可能になる。
【０１３６】
また、請求項３に記載の発明によれば、表示用画像は、画像の一部領域を抽出した画像と
して取得されるので、プレビュー領域の欠落を防止できる。
【０１３７】
さらに、請求項４に記載の発明によれば、操作者の選択により拡大表示モードが選択され
ているときに、請求項１の表示制御を行うことによれば、プレビュー表示がより適正に行
われる可能性を高めることができる。
【０１３８】
また、請求項５に記載の発明によれば、操作者によるシャッタボタンの押下に応じてプレ
ビュー表示が変更される。したがって、操作者の操作とは無関係にプレビュー表示が変更
される場合に比べて、プレビュー表示の変更による違和感を軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】デジタルカメラの外観構成を示す正面図である。
【図２】デジタルカメラの外観構成を示す上面図である。
【図３】デジタルカメラの外観構成を示す背面図である。
【図４】デジタルカメラの内部機能を示すブロック図である。
【図５】ドラフトモードにおける画像読み出しの概念を示す図である。
【図６】自動合焦モードにおける画像読み出しの概念を示す図である。
【図７】ライブビュー表示時の主要機能を示すブロック図である。
【図８】画像Ｇｂとその画像Ｇｂから抽出される画像Ｇｈとの位置関係を示す図である。
【図９】画像ＧｈのＬＣＤ５における表示状態を示す図である。
【図１０】画像Ｇｈの拡大画像ＧｋがＬＣＤ５に表示される状態を示す図である。
【図１１】デジタルカメラにおける動作を示すタイミングチャートである。
【図１２】ＣＣＤ撮像素子からの読み出し動作を示す概念図である。
【図１３】デジタルカメラにおける動作を示すフローチャートである。
【図１４】デジタルカメラにおける動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　デジタルカメラ
４　ＥＶＦ
５　ＬＣＤ
９　シャッタボタン
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１０　ＣＣＤ撮像素子
Ｍ max　最大移動量
Ｍ　移動量（ベクトル）
Ｇｂ　（ドラフトモードで取得された）画像
Ｇｆ　（自動合焦モードで取得された）画像
Ｇｈ　表示用画像
Ｃｂ　画像Ｇｂの中心位置
Ｃｈ　画像Ｇｈの中心位置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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